
近年、エレクトロニクス関連分野におい
て様 な々粘着剤が使用されるようになって
きた。ディスプレイは、ブラウン管から、液晶
ディスプレイ、プラズマディスプレイ、有機ＥＬ
ディスプレイ等のフラットパネルディスプレイに
移行している。これらフラットパネルディスプ
レイには多くのフィルムが使用されており、
粘着剤を用いて各部材が接合されてい
る。また、近年スマートフォンやゲーム機器な

どに使用され、モバイル関連分野で急速
に需要を拡大しているタッチパネルも、粘
着剤を用いて部材が接合されている。市
場の拡大に伴い、光学特性、視認性維持
向上のため、粘着剤に求められる性能も
非常に高いものとなっている。
今回、当社光硬化型樹脂「ビームセット」

シリーズの光学用粘着剤への展開につい
て紹介する。

光硬化型樹脂「ビームセット」について2
光硬化型樹脂は紫外線照射により瞬
時に硬化するため、生産性に優れ、ま
た熱源も不要であることから環境負荷の
小さい硬化システムであり、生活用品か
ら先端技術工業用品の製造にまで利用
されるようになった。光硬化システムの特
徴を表-１に示す。
当社では独自の変性・配合・分散技
術を駆使して、光硬化型樹脂「ビームセッ
ト」を開発し、インキ、オーバープリントニス、
木工塗料、プラスチックハードコート塗料
に展開してきた。

「ビームセット」シリーズのさらなる展開と
して、光学用無溶剤光硬化型粘着剤の
開発を行った。製品性状を、表-２に示
す。これらは光学用粘着剤の基本的な
特性を有しており、ビームセットＯＣＡ-６
は低臭気で優れた硬化性を有することを、
ビームセットＯＣＡ-７は低粘度で低誘電
率であることを特徴としている。これら光
学用無溶剤光硬化型粘着剤のタッチパ
ネル用粘着剤への応用について説明
する。
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環境面 無溶剤化が可能

経済面

硬化時間が数秒以下であり、生産性が高い

エネルギー効率が高く、省エネルギー

ランプユニットのみで硬化させることができ、省スペース

機能面
非加熱システムであり、熱に弱い基材に適用可能

透明性が高く、耐久性が高い

品名 ビームセットOCA-6 ビームセットOCA-7

外観 透明液体 透明液体

色調（APHA） 60 60

化学組成 アクリレート アクリレート

光重合開始剤 含有 含有

有効成分 100％ 100％

粘度（25℃） 5,000mPa・s 1,500mPa・s

屈折率（20℃） 1.49 1.46

比重（20℃） 1.043 0.958

特徴 無溶剤、低臭気、酸不使用、
硬化性、高透明性、耐久性

無溶剤、低粘度、酸不使用、
高透明性、耐久性、低誘電率

光学用無溶剤光硬化型粘着剤

表−1 光硬化システムの特徴

表−2 ビームセット　OCAシリーズの一般性状
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タッチパネル用粘着剤への応用3
タッチパネルの方式には、抵抗膜方式、
静電容量方式、電磁誘導方式、光学
方式などがあり、一般的には抵抗膜方
式が多く使用されているが、近年はマル
チタッチ操作が可能な静電容量方式タッ
チパネルが急速に増加している。静電
容量方式タッチパネルの構造の一例を
図-１に示す。
静電容量方式タッチパネルは、カバー

ガラス、透明導電（ITO）基板、液晶ディ

スプレイなどの光学部材を、透明粘着シー
トを用いて貼り合わせた積層体構造と
なっている。このような用途に使用される
透明粘着シート形成用粘着剤には、厚
塗り適性、粘着力、光学特性、低誘
電率等の性能が要求される。これら性
能に対して今回当社が開発した光学用
無溶剤光硬化型粘着剤ビームセットOCA
シリーズの性能評価を行った結果を表-３
に示す。

図−1 静電容量方式タッチパネル構成例

粘着シート作製条件

①剥離処理PET（38μｍ）に150μｍ厚でサンプル塗工
②120Ｗ/cm高圧水銀灯１灯、ランプ高さ10cm、１パス（積算光量150mJ/cm2）にてプレ硬化
③剥離処理PET（38μｍ）をプレ硬化させたサンプル紫外線照射面に貼り合わせ
④120Ｗ/cm高圧水銀灯１灯、ランプ高さ10cm、４パス（積算光量1200mJ/cm2）にて硬化
　により、剥離処理PET/粘着剤層（150μｍ）/剥離処理ＰＥＴの層構成の粘着シートを作成

粘着シート評価条件

屈折率：粘着剤層をアッベ屈折計により測定
粘着力：片面剥離処理PETを剥離し、50μｍPETと2kgローラーで貼り合わせ、2時間放置
残りの剥離処理PETを剥離し、ガラスと2kgローラーと貼り合わせ。PET/粘着剤層（150μｍ）/ガラス試験片を作成
24時間放置後、180°剥離、300mm/min.で粘着力測定
透過率、ヘイズ：カラーヘイズメーターを用いて、PET/粘着剤層（150μｍ）/ガラス試験片を測定
耐熱試験：80℃、1000時間
耐湿熱試験：60℃、90％ RH　1000時間
比誘電率、誘電正接：静電容量方式、Agilent E4980AプレシジョンLCRメータにより測定

品名 ビームセットOCA-6 ビームセットOCA-7

膜厚 150μm 150μm

硬化膜屈折率 1.50 1.48

全線透過率 91.0 91.0

ヘイズ

初期値 0.3 0.3

耐熱試験後 0.3 0.3

耐湿熱試験後 0.3 0.3

粘着力

ガラス 33N/25mm 27N/25mm

PC 31N/25mm 28N/25mm

PMMA 30N/25mm 27N/25mm

比誘電率 3.90（1MHz） 2.85（1MHz）

誘電正接 0.0871（1MHz） 0.0546（1MHz）

表−3 ビームセット　OCAシリーズから得られる透明粘着シートの特性
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厚塗り適性～粘着シート厚膜化～3 - 1

粘着力3 - 2

光学特性3 - 3
表示体やカバーガラスなどの貼り合わ

せは、一般的に両面テープで枠のみ貼
り合わせることが多い。この場合、空気
層ができてしまうため、基材界面での反
射により視認性の低下が起こってしま
う。この空気層部分を透明粘着剤層に
変更することで、視認性の向上が期待
できる。
そのため、透明粘着シートには100μｍ
以上の厚膜化が望まれている。従来、
透明粘着シートは、溶剤系熱硬化型粘
着剤（アクリルポリマー＋架橋剤）により作
成されているが、厚膜透明粘着シートの
作成には溶剤を揮発させなくても良い無
溶剤光硬化型粘着剤が有利であり、ビー
ムセットOCAシリーズは一度の塗工で
１００μｍ以上の厚膜塗工が可能である。
また、ビームセットOCAシリーズは、その
ような厚みでも一般的な高圧水銀灯で

十分硬化する硬化性を備えており、容
易に厚膜透明粘着シートを作成できる。
また、デバイスの薄型化に伴い、各
種基材の薄型化が進んでいるが、基材
の剛性の低下の回避が課題となってい
る。厚膜粘着シートは、衝撃吸収層とし
ての役割も果たすため、薄型基材との
組み合わせに有利となる。
さらに、カバーガラスにはタッチパネル
配線を隠す額縁印刷があり、粘着剤層
が印刷部の厚み段差分を吸収できなけ
れば気泡や剥がれが発生し、視認性の
低下に繋がってしまう。近年、印刷のカ
ラーバリエーションが増えて厚みが増して
いるため、粘着シートで印刷段差を吸収
させなければならない。この印刷段差吸
収には、柔軟で厚膜な粘着シートを使用
することが有利となる。

粘着力は強ければ強いほど好ましい。
ビームセットOCAシリーズから得られる透
明粘着シートは、前出の表-３に示すと
おり、ガラスおよび透明プラスチック基材

に対し高い粘着力を有する。通常、粘
着シートが厚くなるほど粘着力が強くなり
やすい。

タッチパネル内部の各光学部材の貼り
合わせに用いられる透明粘着シートには、
視認性維持のため高い透明性が求めら
れている。ビームセットOCAシリーズから
得られる透明粘着シートは、表-３に示す
とおり、高透過率、低へイズであり、非
常にクリアな粘着シートが形成できる。
タッチパネルに使用される粘着シートに
は、多様な環境下においても優れた透
明性を有することが求められる。例えば、
高温高湿度環境下、さらには高温高湿
度環境下から室温環境下に戻した状態
でも優れた透明性を維持していなければ
ならない。

ところが、従来の溶剤系熱硬化型粘
着剤の場合、高温高湿度環境下に保
存している間に粘着剤層が吸湿し、この
吸湿された水分が室温環境下に置かれ
ることで結露し、白化する現象が見られ
る。ビームセットOCAシリーズは、親水性・
疎水性バランス、架橋密度等を制御し、
粘着剤層に適度の水が侵入して、粘着
剤層に水がなじむようにし、耐湿熱性を
付与している。そのため、高温高湿度
環境下から室温環境下に戻しても、白化、
ヘイズの悪化は見られない。

低誘電率化3 - 4
タッチパネルの検知感度は部材の誘
電率と関係がある。誘電率は各種フィル
ムの材料や厚みによって制御可能である
が、粘着剤層もその一つである。従って、
誘電率を制御した粘着剤を設計しておく
ことはタッチパネルユニットのトータルな設

計を構築する上で有用であると考えられる。
ビームセットOCAシリーズから得られる
透明粘着シートの誘電率は表-３に示す
とおりで、ビームセットOCA-７は低誘電
率を実現している。
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タッチパネルをはじめとする光学用途
への利用を目指したビームセットOCAシ
リーズは、要求される諸物性を満たした
性能を示す良好な無溶剤光硬化型粘
着剤である。
今後、タッチパネル製品の用途や使

用環境の拡大により、今まで以上に厳
しい要求性能を満たす製品が必要とな
る。タッチパネル用透明粘着シートは、

現状、溶剤系熱硬化型粘着剤から作
成する透明粘着シートが主流であるが、
今後は、生産性、コストの側面より、
無溶剤光硬化型粘着剤から作成する
透明粘着シートの開発、使用が加速す
るものと考えられる。
当社もユーザーからの高度な要望に
応えるべく、「ビームセット」シリーズのさ
らなる性能向上を目指していきたい。

おわりに4

低誘電率化3 - 4
タッチパネルの検知感度は部材の誘
電率と関係がある。誘電率は各種フィル
ムの材料や厚みによって制御可能である
が、粘着剤層もその一つである。従って、
誘電率を制御した粘着剤を設計しておく
ことはタッチパネルユニットのトータルな設

計を構築する上で有用であると考えられる。
ビームセットOCAシリーズから得られる
透明粘着シートの誘電率は表-３に示す
とおりで、ビームセットOCA-７は低誘電
率を実現している。
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